
令和３年度社会福祉法人福鳳会事業計画書 
 

１ 法人の基本理念 

福鳳会は、『敬老愛護』を基本的精神とするとともに、つぎの「基本理念」を、運

営の目標、経営判断の基準及び職員の行動規範として、その実現を目指していく。 
一 高齢者の生活と人権を尊重し、公正で開かれた施設運営に努めます。 
一 高齢者が地域で安心して生活を送ることができる拠点施設となるように努めま

す。 
一 施設は、利用者の社会生活の場として位置づけ、安全で安心した日常生活を送

ることができる環境づくりに努めます。 
一 職員は、常に満足のいただけるサービスが提供出来るように励み、地域社会活

動にも積極的に関わり、地域から求められる施設となるように努めます。 
 

２ 法人の経営方針 

福鳳会は、基本理念の下、ご高齢者やご家族が憂いなく安心して暮らせる地域づ

くりに貢献していくための基本的な取り組みとして、まず第一に、「敬老愛護」の基

本的精神に基づく高質のサービス提供に一層努めていく。第二に、質の高いサービ

スを提供する原資を得るために経営の安定化に取り組んでいく。第三に、職員が安

心して働ける環境づくりに努めていく。第四に、制度や地域のニーズ変化に対応し

た高齢者サービスについて不断の研究を行い、地域包括ケアへの寄与に努めていく。 

これらの取り組みを着実に進めるとともに、令和３年度は、以下の３つの具体的

な柱を重点に取り組む。 

 
（１）敬老愛護、お客さまファーストと安定した経営の両立 
（ア）収入の増加と地域の高齢者ニーズの連結 
福鳳会が引き続き質の高いサービスを提供していくためにも、費用に見合う水

準の収入が不可欠である。 

介護サービスは、通常の事業とは異なって固定費の割合が著しく高いことから、

（単価が一定なら）稼働率のわずかな変動が、収支を大きく変化させる特性を持

っている。このことを踏まえ、福鳳会は、主に敬老愛護、お客様ファーストの追

究によって、ご利用者、ご家族、地域に「選ばれる福鳳会」を目指し、それに伴

うご利用者の増加によって稼働率を向上させていく道を選択し、併せて、サービ

ス水準の向上に伴う単価上昇（加算の取得等）によって収入の確保を図る。この

ため、以下に取り組んでいく。 
 
① 職員の資質向上によってご利用者の満足向上を図る 



「選ばれる福鳳会」となるため、職員の介護力の向上とともに、ご利用者に

不安を与えない接遇やコミュニケーション力の向上等に向けた職員の成長を

支援していく。 
○ 職員に期待される資質、マインド、スキル、知識等を明示することで、

職員個々の努力の方向を示す職能評価制度について、さらに充実、強化し

ていく。 
○ 職員の成長に寄与する施設内外の研修の充実や、自己啓発研修費貸与制

度を活かして自己啓発研修に取り組む職員を支援する。 
 
② ニーズが高く価値のある、特色ある安心のサービスの充実強化を図る 
○ 機能訓練など各部門や職種ごとに強みと弱みを分析することで、「他に少

ない、価値のある、特色ある安心のサービス」の再発見と強化に取り組む。 

また、魅力あるサービスに関連しうる可能性のある加算については、加算

収入の多寡にこだわらず積極的に取得していく。これは、加算の取得は、

それを取得しうる設備、人材、仕組み等の能力を備えている証明となるも

のであり、それが事業所全体の魅力を形づくる。 

こうした加算や新しい特色あるサービスを実現する際に、部門を超える組

織的な対応等が必要なものについては、各部門や法人全体が設置する各委

員会などの場において取り上げ、サービスの一層の充実に努める。 

○ 施設事業部については、引き続き高い介護の質の維持とその向上に向け

て取組みを進めていく。また、価値のあるサービスとして、給食、機能訓

練などについては、引き続き質や内容の維持向上に努めていく。特に、３

年度は、利用者の安全、安心を一層向上させるため、転倒や誤嚥性肺炎対

策に関する取り組みの強化を図る。 

なお、今後、西館いこいの完成や今後の改修等によって、ユニットの編

成は大きく変化していく。このため、職員の配置については、最善で効果

的なあり方の検討を進めていく必要がある。 

○ 鳳鳴苑デイサービスセンターについては、令和 3 年介護報酬の改訂を踏

まえて、新しい枠組みに応じた加算を取得していく。また、西館「いこい」

増築を踏まえた本館及び新館の改修の機会に、スペースを拡張し、運動、

リハビリテーション等のサービス充実を検討していく。 

○ 認知症対応型デイサービスセンターえがおについては、引き続き、認知

症に関して専門的なサービスを提供していくとともに、落ち着いた小規模

デイの利用に適したご利用者のニーズに対応するなど、その特色を活かし

て、地域のニーズに応えていく。 

○ 医療的な対応が必要なご利用者や介護度の高いご利用者あるいは家庭

環境その他に関して課題の多いご利用者に応えられるように、高志の郷デ

イサービスセンターでは、昨年度に寝位浴とチェア浴の両方に対応出来る

機械浴を導入した。今後も、ご利用者、ご家族や居宅介護支援事業所など



のニーズに柔軟に応えられるように、必要な体制や環境の充実について取

組をすすめていく。また、令和元年 2 月に参入した高志の郷デイの総合事

業通所型サービスＡについては、引き続き利用者の増加に努める。 

高志の郷に限らず、相対的にお元気な利用者のリハビリ、短時間利用な

どのニーズへの対応についても引き続き検討を進めていく。 

○ 今後の地域包括ケアシステムで重要な役割を果たすことになる訪問介

護ステーションについては、引き続き、その強化に努めていく。また、そ

の一環として、高志の郷拠点に新たな事業所の開設に向けた準備を進める。 

 

③ ご利用者に安心していただける環境やサービスの実現に努める 

○ 各部門において安全の確保に取り組むとともに、事故対策委員会、栄養

管理委員会、感染症対策委員会、苦情対策委員会、災害対策委員会などの

場において、安全の確保や事故対策の水準の向上に取り組む。 

○ 令和３年 1 月の西館いこいの開設で生じるスペースを活かして進める本

館及び新館改修には、「改築・改修に関する基本的方針」で折り込まれた

感染症リスクを軽減する次の対策をおりこむことを検討していく。 

・ 他のユニットを経由しないと到達できないユニットを解消するなど、ユ

ニット間の独立性を一層高める。 

・ これまで本館（8 床）と新館 1 階（10 床）に分散していたショートステ

イを 1 箇所に集約し、長期入所と短期入所（ショートステイ）のご利用者

の混在を解消する。 

○ 施設事業部では、ご利用者の入院が稼働率に直結することもあり、ご利

用者の体調管理や安全管理に一層努めていく。 

 

④ 地域の高齢者ニーズに応えていくことは福鳳会の使命である。しかし、地

域のご高齢者やご家族のニーズは、高齢化や長寿化の進展、独居世帯や高

齢者夫婦のみの世帯の増加などの環境変化を背景に、医療的ケアの必要な

高齢者や独居、孤立する高齢者が増加する一方で、元気な高齢者の増加な

ど、多面的な変化を続けている。 
○ このように多面的に変化する環境の下で多様なニーズを発掘し、それに

対応していくことは、地域包括支援センターや在宅介護支援センターの重

要な役割である。こうした新しい課題にいち早く直面する可能性の高い両

事業所は、一層地域の高齢者等の課題やニーズの発掘に一層努めていく。 
○ 地域包括支援センターや在宅介護支援センターに関しては、引き続き人

材の安定的な確保等について努力していく。 
 

⑤ 新たなサービス等を通じて新しいニーズに取り組む 

制度や地域の状況の変化に対応した新たなサービス等に取り組む。 

○ 高志の郷デイサービスセンターについては、引き続き医療的な配慮を要



するご利用者や介護度の高い利用者に関して柔軟に対応する体制を強め

ていくとともに、令和元年２月に参入した新しい総合事業通所型サービス

Ａにより、市街化地域における幅広いニーズに対応していく。 

○ 訪問サービスセンターについては、引き続き利用者のニーズに柔軟に対

応していくとともに、市街化地域の多様なニーズ対応に向けて、高志の郷

サテライトを発展的に継承し、サービスの強化に努めていく。 

 
⑤ 居宅介護支援事業所等へのＰＲや連携の強化に取り組む 
ご利用者の柔軟な受け入れに努めることなどにより、近隣居宅介護支援事業

所との協力関係の一層の強化に努めるとともに、福鳳会の取組みを近隣の地域

包括支援センターや居宅介護支援事業所などに理解してもらう努力を続ける。 

○ 鳳鳴苑デイサービスセンターについては、他法人の居宅介護支援事業所

等との関係強化にも積極的に取り組むとともに、既存各館改修の検討に併

せて魅力あるサービスの具体化の検討に努めていく。 

○ サービス付き高齢者向け住宅高志の郷については、より魅力のある施設

となるよう努めると共に、地域包括支援センタ-等との関係強化に取り組む。 

 

⑥ 運営への地域ニーズの反映や関係機関との連携を進める 
○ 「運営協議会」における議論やご意見の吸収、反映 
○ 地域の関係機関との協力、連携の推進 

 
（イ）支出の効率化 

令和 3 年度も収入に見合った支出の観点をあらためて強化し、支出の見直
しを進めていく。 
このために、支出については、人件費を含めて聖域を残さず冗費の削減に

努めるとともに、ご利用者のサービスの質を落とさないよう、効率性の高い

業務環境や手法の検討に取り組む。 
① 令和元年度に実施した高志の郷及び鳳鳴苑別館の照明のＬＥＤ化に続い

て、予算の範囲で、引き続きＬＥＤ化などの省エネ化を進めていく。 

 

② 効率性の高い業務環境や手法の活用を進める。 

○ 令和元年度までに導入したタブレット端末など入力しやすいハードや、

情報共有によって業務の改善が図りやすい情報共有ソフト「MeLL+」などを

活用して情報の入力負担の軽減や業務の効率化を図る。 

○ ロボット、新たな介護支援機器導入及び活用方法の一層の検討を進める。 

・ 深夜の介護の効率化と入所者のよりよい睡眠、介護記録等のデータの

収集、記録の省力化に向けて、体動（寝返り、呼吸、心拍など）などから

睡眠状態を把握する「眠りスキャン」を、令和元年度、２年度と合わせて

64台導入した。今後は、順次全床に導入することも検討していく。 



 

③ 西館いこいについて検討した作業効率の高いレイアウトや、職員の負担を
軽減する作業環境等については、出来る限り本館、新館の今後の改修にお

いても設計に反映していく。 

 

（２）職員の処遇改善と職場環境の改善 

引き続き、職員の質の高いサービスに向けた努力に報い、憂いなく業務に取

り組むことができる処遇改善や職場環境の改善に努める。 

① 職員の成長や能力向上努力と給与体系との連携の強化 

○ 研修の充実、昇任・昇格基準の明示・透明化に向けた制度の改善を引き

続き進める。 

・ 職員のスキルや知識の向上に直接つながる研修の充実・重点化 

・ 透明性を高め、働きがいを引き出す昇任・昇格基準の設定と運用 

○ 給与体系と研修・人材育成体系のリンクを引き続き強める。このため、

つぎの点に配慮していく。 

・ 職員の成長へのインセンティブ強化 

・ 経験、知識や資格取得へのインセンティブ強化 

 

② 職員負担を軽減するための人材確保に努める 

業務の効率的な運営を図りつつ、職員に過度の負担が生じないように、引

き続き人材の確保に努める。 

○ 令和 3 年度は、人材の確保に留意しつつ、人件費の適正化を意識した採
用に努めていく。 

 

③ 職場環境の改善に努める 

各部門や安全衛生委員会の場などにおいて職場環境の改善に努める。 

○ 腰痛対策の一層の推進 

・ ロボットなどの介護支援機器の導入推進 

・ 腰痛を考慮した介護技術の普及研修の徹底 

○ ロボット、新たな介護支援機器導入及び活用方法の一層の検討を進める。 

・ 深夜の介護の効率化と入所者のよりよい睡眠、介護記録等のデータの

収集、記録の省力化に向けて、令和元年度及び２年度に「眠りスキャン」

を合計 64台を導入した。今後は、全床への導入も検討していく（再掲）。 
○ ＩＣＴ、各種システム活用負担の軽減 
・ 介護現場の入力負担軽減のためタブレット端末を追加導入した（再掲）。 
・ 介護記録を職員間や事業所間で共有し、業務を効率化するために、新

しいソフト「MeLL+」を導入した（再掲）。 

・ 情報の効果的な共有と活用化を図るため、その他既存システムのバー

ジョンアップ等に加えて機能の追加を行ってきている（再掲）。 



○ 資機材等の整理整頓も含めた危険の除去の取り組み継続していく。 

○ 施設整備検討委員会では、西館いこいの設計の検討に併せて、介護負担

の低いレイアウト等（トイレ、動線、居室・フロアの配置、見通し等）の

検討を行ってきた。本館及び新館の改修でも、これを設計に盛り込む。 
 

（３）既存本館及び新館改修事業への段階的着手 

令和 3 年 1 月の西館「いこい」の運用開始によって本館及び新館に 44 床分の

空きスペースが生じている。既存施設については、これを活かして、今後後期

高齢者となっていく戦後生まれ世代の新しい生活に対応した個室中心型の施設

への転換、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症に対応した施設に転換

する状況が実現しているが、新型コロナウイルス感染症の蔓延下となった現在

は、感染症関連の整備補助金等の獲得に有利な状況にあると考えられる。 

 

以下では、こうした状況を踏まえた取組みを計る際の基本的方向を整理する。 

① 取り組みは、つぎの５つの方針を考慮して検討すべきである。 

第一 利用者の生活環境等を改善し、施設の魅力を高める。 
介護事業は、利用者の生活を支えるためにある。したがって、施設整備は、

利用者の生活環境等の向上が第一でなければならない。 
特養の入所待機者は、制度変化、特養の増加、競合業種の増加によって大

きく減少し、特養はかつての選ぶ側から選ばれる側へ移行しつつある。入居

者獲得上の競争力を強化して行くには、介護力の不断の向上とともに、施設

の魅力を高めていくことが重要である。また、インフルエンザ、新型コロナ

ウイルス感染症等に対する感染症対策を強化することも喫緊の課題である。 
このため、居室の個室化、ユニットの独立性の強化、トイレ、浴室、共同

生活室等の改善や機能訓練などの環境を向上させる。 
 

第二 職員の働きやすさを向上させる。 
職員にとっての働く場としての魅力を高めなければ、人材の定着と採用は

難しくなり、それはさらに職員の離職をまねく悪循環に直面することになる。 
なお、職員負担の軽減は、職員による質の高い介護サービスを可能にし、

それは、ご利用者、入居者の生活の高質化に寄与する。 
このため、レイアウトや設備面で職員の働きやすさを改善する整備を行う。 

 
第三 介護事業に係わる将来の環境変化を折り込む。 
施設は、整備後数十年にわたり使い続けるため、整備にあたっては、現在

のニーズとともに、将来の利用者、入居者ニーズの変化など介護事業環境の

将来の変化を見通し、そうした環境の変化にも対応できる整備を行う。 
 

第四 整備後の収支が相償うものにする。 



施設整備後には、減価償却費を中心に新たな費用負担が増加する。この費

用の増加は、施設整備に伴う収入の増加または施設整備（に伴う効率化）に

よる費用の削減によってまかなう必要がある。このため、整備の前提条件と

して、収支が相償う整備計画の樹立が不可欠である。 
 

第五 地域との連携を強める。 

高齢者のケアは、施設のみで完結するものではなく、ご家族、親族、ま

た地域の地元自治会や福祉関係団体、ボランティア団体など地域の団体や

住民の協力・連携が不可欠である。このため、福鳳会は、地域と一体とな

って地域住民の生活と安心を支える役割を地域の一員として果たすべきこ

とを自覚し、地域との関係を深める施設機能の整備に配慮していく。 

 

② 特に感染症対策の反映 

これまでの改修の検討では、感染症対策の観点からつぎの整備が検討され

てきた。これらについて、今後、可能な範囲で整備におりこんでいく。 

(1)外部との接触機能の本館 1 階への集約 

集約検討の対象は次のとおり（既設機能を含む） 

事務局、ヘルパーステーション、特養相談課窓口、在宅介護支援セン

ター、地域包括支援センター、正面玄関、相談室、会議室、地域交流ス

ペース、職員更衣室、職員玄関、隔離型の面会室 

 

(2)ショートステイと特養の分離、本館２階へのショートステイ集約 

ショートステイ利用者は、利用の性質上、高頻度で入退所が行われるが、

感染は、入所者が、施設外で感染した状態で入所される場合に生じる可能

性が高いが、新型コロナウイルスは、発熱などの発症前に感染力のピーク

があることから、これを防ぐことは困難である。鳳鳴苑の現状は、ショー

トステイと特養が混在しているが、両方を介護する職員を経由してショー

トと特養入所者間で互いに感染する危険性が高い。このため、夜間の介護

も含めて両者を分離し、これを防止する。 

 

(3)従来型を含めた介護単位｛ユニット｝の出入りを分離 

他のユニットを通り抜けないといけないユニットの解消を進めていく。 

 

(4)個室化 

利用者間の接触の抑制（及び居住環境の向上、プライバシー確保） 
 

(5)浴室の分離 

コスト的に可能な範囲で、館ごとの浴室の分離を進める。 


